
Ⅰ.軌跡 
⒈動点が 1個のとき 

①求める動点を

� 

P x,  y( )とおく。 

②条件より、

� 

x,  yの関係式を求める。 

③定義域の確認。 
 

⒉アポロニウスの円 
⑴定義 2定点からの距離の比が一定である点の軌跡 
⑵性質 

(ⅰ)図形としての性質  2 定点の内分点と外分点の中点が中心、距離
が直径 

※2点

� 

x1,  y1( ),  x2,  y2( )からの距離の比が

� 

m : nである点の軌跡は、 

中心

� 

−n2x1 + m2x2

m + n( ) m − n( ) ,  −n2y1 + m2y2

m + n( ) m − n( )
⎛ 
⎝ ⎜ 

⎞ 
⎠ ⎟ 、 

直径

� 

2mn
m + n( ) m − n( ) x1 − x2( )2 + y1 − y2( )2  

の円である。 
(ⅱ)平面座標としての性質  ⒈動点が 1個のときの軌跡の方法で求める。 
※2点

� 

x1,  y1( ),  x2,  y2( )からの距離の比が

� 

m : nである点の軌跡は、 
条件より、 

 

� 

x − x1( )2 + y − y1( )2 : x − x2( )2 + y − y2( )2 = m :m  

 

� 

      x − x1( )2 + y − y1( )2 : x − x2( )2 + y − y2( )2 = m2 : n2

                                m2 x − x2( )2 + y − y2( )2{ } = n2 x − x1( )2 + y − y1( )2{ } 

整理して、両辺を

� 

m2 − n2で割ると、 

   

� 

x 2 − 2 ⋅ −n
2x1 + m2x2
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x + y 2 − 2 ⋅ −n
2y1 + m2y2
m2 − n2

y =
n2 x1

2 + y1
2( ) − m2 x2

2 + y2
2( )

m2 − n2
 

平方完成して、 

� 

x −
−n2x1 + m2x2
m + n( ) m − n( )
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+ y −
−n2y1 + m2y2
m + n( ) m − n( )
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mn

m + n( ) m − n( ) x1 − x2( )2 + y1 − y2( )2⎧ 
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よって、 中心

� 

−n2x1 + m2x2

m + n( ) m − n( ) ,  −n2y1 + m2y2

m + n( ) m − n( )
⎛ 
⎝ ⎜ 

⎞ 
⎠ ⎟ 、 

半径

� 

mn
m + n( ) m − n( ) x1 − x2( )2 + y1 − y2( )2  

の円である。 
 

⒊動点が 2個のとき 
点

� 

Q α,  β( )が

� 

f (x,  y) = 0上を動くとき、それに伴って動く点 Pの軌跡の求め方 



①与えられた条件の点を

� 

Q α,  β( )とする。 

②①のとき、

� 

f (α,  β) = 0が成り立つ。 
③点 Qの存在する条件を

� 

α,  βを使って表す。 
④条件から、求める点の座標 Pを

� 

α,  βを使って表す。 

⑤④の x座標を x、y座標を yとおく。 
⑥⑤の連立方程式を解いて、

� 

α,  βを

� 

x,  yで表す。 
⑦⑥の

� 

α,  βを②の式に代入する。 

⑧⑦を整理する。 
⑨⑥の

� 

α,  βを③に代入して、定義域を定める。《定義域の変換》 
 

 


